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栃木農試研報晦20（1975）

栃木県産米の品質向上に関する調査研究

　　第2報　登熟期の気象条件と玄米の粒形

栃木喜八郎・外山宏樹

　　　1　緒　　　　　言

　近年，米の生産過剰にともない，品質食味が

重視されてきた．本県は米の生産高が40万t

と主要生産県であるが，生産された米の品質評

価は全国平均をやや上まわる程度で，良質米生

産県としての評価をうけるにいたっていない．

しかし，栽培技術上の問題点の摘出，品質解明

の報告はわずかである．そこで，品質の改善に

関する調査研究を1970年から開始した．

　　　1）

　第1報において，本県の品質の実態につい

て報告し，登熟の地域差を指摘した．本報告に

おいては，その地域差を気象の面から解明すべ

く1971〜1972年にわたり調査した結果

を報告する．
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第1図　調査地点

　　　　皿　試　験　方　法

　品種はコシヒカリを用い，5月ろ1日には種，

保温折衷苗代で育苗し，5月9日に5，000分

の一アールポツトに1株5本あてろ株を移植し

た．

　土壌は黒色土壌，粘土火田腐植型を使用．1

ポツトあたり窒素，リン酸，カリおのおの1g

を施用した．ポツトは出穂直前まであみ室内に

置き，7月24日から26日にかけて現地の水

田に設置し，成熟期に収穫した．

　収穫物は比重1、06で塩水選を行ない，籾す

りした玄米について以下の調査をした．

　粒厚分布：　たて目ふるいで玄米2009を

5分間振とう，2回反復した．

　玄米の長さ，幅，厚さ：　たて目ふるいにか

け，粒厚1．7π励以上の玄米について50粒測定

した。

　調査地は第1図のとおりである．考察に用い

た調査地の気象観測は農試，黒磯は各農試場内

で観測，その他の調査地は近くの観測所の観測

値を用いたが，湯津上及び小川調査地は馬頭観

測所の数値を用いた．

　　　　　　皿　試験結果及ぴ考察

　　　気象観測の結果は第1表に示したが，期間を

　　40日とし，前の20日間を前期，後の20日

　　間を後期として集計した．

　　　登熟歩合は真岡，粟野調査地で高く，矢板で

　　特異的に低かった．登熟に関する調査研究は多
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